
鍬シリーズ知床八景⑤夕陽台
ワトロ市衡背唆の圖台にある国設知犀野営噂の一角に「夕鴎台Ｉノブあり舐可“名の通いこ

の箇所から水平鯉Iご沈む夕隅I＆、他のどこ:よしノ凸繁隅らしく、白くﾉｿら，曙観両・写貝撮影の
好ポイントとしと擁人や刀メラマンに愛己れ鯛し

まれて色証した.,

野営哩色利用するドヤンバー尼らが夕食色食べ

襲える頃、西空を巨大はスクリーンとしだ落日が

始まりざす。藩Ｂｌａ三角岩のシルエットを友に、

オホーツクの海琶金色に染め、やがて全ての立体

を闇に包んでいきます。台詞もＢＧＭもぶい落日

ですが、観る人すべてに「感動とロマンを与え旅

の疲れを癒してくれる」そんな累窮らしい夕鴎が

￣＞舌多ｋｕｊ／、
「森林レク・ｉｎ知床」

二>７，、森木木浴登山
子触疋らの菌休み中に「親と子と深鰯の知床の山邑歩いて見ませんか！」と題しだ、知床愛

艸センター主縮の第１０回「霊林レク．ｉｎ知床」を立秋の８月８日知床醗蘭山で実晒し舐

しだ。磧露山に通じる道路ふうの草花は、夏の花からヤマハギ・ススキ趣とw(の花へこ穣々に

衣閏えが始患L」、鱒い知床の夏は終りに近づいています。

そん恩紅か、新累材のアウトドア・ウエアで身を包んだ小中学生にお母どん、若き頃よく登

山乏楽しんだレトロ・フアシヨンの老夫婦など蝿勢４５名の穆加者尼ら１３、網走管内唯一の活

火,Ijとある知床硫雷山の新咽火□めざし森林浴登山を楽しみましだ,，可とにシラタマノキ・コ

ケモモ舷と周山栖勧の花Iａ、果実と紅って秋のメッセージ乏撤え、夏の名残琶霧わゼるコエゾ

ゼミの鴫ご庫に季節の鰹Ｕ芒告げようとしていましだ。霊林インストラクター等に：I寵ごれだ

曽加者だち'ａ、過去の噛火活動により森林が壊滅し、その跡1ｌｂに超つだ樹々の脱明を受け、生

命力の強己に感心し尼り、ヒグマが蝿曝を堀つだ生々しい跡遷見てピツクリレノＥＬｊ、あらノミめ

【夕暗合からウトロ鰹三角層を画む】沈む扇台、それが「夕蝿台」です。
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ｓｓ知床,=帝一丁」蘂
オホーツク泊津の街、腫武町から斜里町証と約２００ｋｍを２日間ご走りぬける「オホーツク

サイクリング」、￣しれここ豆まつり￣のメインごある「斜里砲ぶだ」ばと、更のビック・イ

ベントも婆Ｕ、季節は徐々に味覚の秋へと移る合、知床１３観光ラッシュ芒迎えています。

知床琶妨札ている観光客がまだ寝砂まっている

阜鯛のウトロ漣では、鮭倒漁に向う漁１１８のエンジ

ンＢが國邑、秋の風諭詩である「定置綱おこし」

が沖ご始まっています。陸ご'３広大は馴地に作付

己れﾉＥ小嚢が茜金色のジュウタンに変わり、その

上を大型コンバインが走り回しｊ、牧箪地乙は刈り

取られ□－几状に丸められだ寂薗の国１GＷ、初秋

の園射しを浴びています。知床は今、陸も海も収

圃期を向えてい蔑す。

て今、自分が自然のど真ん中にいることに感動し

疋揮子てし尼。

その後、大自然をテーブルとイス圏わりに、手

作り弁当遷ひうIブ尼親子・夫婦庵らは、吹さ出る

熱水を利用し、それぞれの埋所で「ゆで卵」を造

つだＵ、硫簡の潔白作用を１０円硬貨と実験する

趣と、普段途絶えがち紅親子のスキンシツプ・老

夫婦のエイジレスライフを大自然の中で確露しあ

う有慰競忽一日を過ごし薮しだ｡

圃期を向えてい蔑す。Ｐ［秋吐血の叩qUに週われる密且］
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謬知床伐採から4年(択伐施業跡地，
知床伐採問題が国民の関心懇として沸邑上がり、これ透オポチユニテイに国民の願望はより

アメニテイな方向へと動邑始めましだ。それから４年が軽過し、自然回帰発祥の地ともいえる

幌別地区の施薬跡地は、４年の鑓月が忘却の手助けをしだがのように、いまは立ち止まる観光

バスも一般旅行者もなく平砂さを装っています。

その施薬跡地は現在「知床自然観察鮫育鉢」に膳定ご机各瞬轟Ｍ[教室のフィールドとなり地

嬉住民の憩いの鰯として、まだ、林学関係者の研究フィールドとして賑わいを期し、７月には

京都大学・長野林業大学紅と林学を専攻する学生尼らの熱いディスカッションが聞こえていま

しだ。更に、北見営林支局初の「森林インストラクター受託駆粟」が、森林文化塵会・鯛Ｂ新

聞社の主催で実施される紅と、知床の自然が凝鰯しだ「知床自然観察教育林」Iヨ、禰坤面・教

商面・学術面にと多目的荘フィールドとして利用ご打ています。
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－つの節乙もある第10回森林レクも盛況狸に終わり、森林センターごぱ次回森林レクおよび

地元産藁祭り（いずれも10月初旬）への穆画準倒に取りかかっています。

どれらの行頤は地壊住民に既に受け人ら机定濁していることから、アンケートを分析し「よ

り個性的ご斬新なもの」への企画に職員一同知恵を蚊っているどこうです。まだ同時に、勧植

･物の關遭・写輿撮影、蕊叶の各緬調査など、お盆朋け後も慌魔だしい毎曰が続いています。


